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CNRSのフランコフォニー文学研究
渡辺響子
ポストコロニアル文学の研究は，いまさら門外漢が口を出すこともない領
域なのだが、フランス語圏に関しては英語圏に比べて相当後れをとっている
感が否めない。
2018年度特別研究を得る機会に恵まれたので，専門である 19世紀フラン
ス小説を研究するためパリに移った。そこで本来の研究を進めつつ，前回の
サバティカルの際に受け人れ機関だった CNRS(Centre'.¥lationale des 
Recherches Scientifiques) の中にある ITEM(Institut des Textes et 
Manuscrits Modernes)のフランコフォニ一部門に接触してみにそもそ
も「近現代」と謳っているので二,-世紀文学の研究がなされているのは当然
でプルースト，ジョイス，サルトルなどの研究グループもあるのだが， n
分が所属していたのがエミール・ゾラのグループで，隣がギュスタヴ・フロ
ベールのグループだったため，ある程度評価の定まったクラシカルな文学を
無意識に照準に置ーいていて，今Hのアフリカ文学の草稿研究が積極的に行わ
れているという認識かなかったことを白状しなければならない。
しかし考えてみれば， IHフランス植民地における文学は，極めて政治的色
彩が濃いのであれば当然，重要な作品は政府や権力者を批判，弾劾する傾向
が強く．抑圧する側はそれをとうにかして妨けようとするのであるから，＃
樅は散逸し，出版も蚊初は外国で， しかも当初よりずっと短くなって出版さ
れるということが多くなる。しかも著者本人だけでなく．家族も権力を苫戒
して，双稿を図書館などの公的機関に委ねることが極端に少なく，個人で持っ
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ている，あるいは隠し持っているケースが多いため，草稿研究が非常に直要
な意味を持っているにもかかわらず，後れを取っているというわけた。
ITEMのフランコフォニー文学部門はまだ新しく， 2008年にピエール＝
マルク・ド・ビアジ (Pierre-Marcde Biasi)か立ち上げ，クレール・リファー
ル (ClaireRiffard) とダニエル・ドラ (DanielDelas)か実四的に牽引し
ている研究グループてある。サルトルとポーヴォワールの出身校として知ら
れるエコール・ノルマルとコレージュ・ド・フランス， Agcnce 
Universitaire de la Francophonie, フランス国会図書館がパートナーとなっ
て tヽる他, Institut Memoire de !'Edition Contemporaine CIMEC)が著者
および編集者のアーカイプにアクセスする便宜をはかっている。また．特に
アルジェリア．チュニジア．モロッコのマグレプ三国の文学に特化したプロ
ジェクトを持つモンプリエ大学の FondsPatrimoine mediterraneenおよ
びLaFEF(Langue Frani;aisc et !cs Expressions Francophoncs)の研究
ネットワークが協賛として挙げられる。
当初はマダガスカルのジャン＝ジョゼフ・ラベアリヴェロ (Jean-Joseph
Rabeari¥・e!o) とコンゴ共和国のソニー・ラプー・タンシの位稿研究から始
まり．そこからプラネット・リープル (collection《Planetelibre》)叢B
とネット上の出版EMA:'-Jか生まれた。その後．他のコーバスヘと広がって
行き．今では七つのグループを擁している。
l ソニー・ラプー・タンジ (SonyLabou Tansi) 
2 アマドゥ・クルマ (AhmadouKourouma) 
3 アルベール・メミ (AlbertMemmi) 
4 エメ・セゼール (AimeCesairc) 
5 シュワルツ＝バルト (Schwarz-Bart)
6 ジョゼフ・ゾベル (JosephZobel) 
CNRSのフランコフォニー文学研究 289 
7 ベトナム文学卒稿グループ
］はニコラ・マルタン＝グラネル (NicolasMARTIN-GRANEL)の責任
下で，「コンゴ両岸の男」と呼ばれた作家‘ノニー・ラプー・タンジを研究し
ている。彼の死後二十年にプラネット・リープル叢書で彼の詩の生成を追っ
た成果が発表されたが，その後，その演劇にまで対象が広げられている。
2は日本ても『アラーの神にもいわれはない』2 が訳されているコートジ
ポワール作家クルマを扱うグループ。 2011年に資料が Il¥lECに委託されて
以来，草稿の保存，調企，記録の共同作業に加わっている。その最初の成果
は2017年、上述のプラネット・リープル裟苔に実ったか，特第すべきは彼
のデビュー作『独立の太陽 (LesSoleils des independances)」だけで一冊
の本になっていることた。この作品は最初スイユ社に蹴られ，モントリオー
ルで出版された時には 3分の 1の長さにすることを強いられたという。この
敢要な作家に関しては，後日改めて触れる機会を待ちたい。このグループの
貸任者はパトリック・コルコラン (PatrickCORCORAN)。
3は乾いた文体が特色のユダヤ系チュニジア人作家て， Portraitdu 
colonise, Portrait du colonisateur, Garde-mangerなどで知られる。 2010年
カル＊
からモンプリエ第二大学とタグを組んで，作品以前の状態，つまり手帳やフィッ
シュと呼ばれるカードを含めた資料の保存だけでなく，アトリエやセミナー
なとの開催も促進してきた。 2015年にプラネット・リープル叢害から Par-
traitsが出ており， U下 2020年に未編梨のH記 (1937-2015)の刊行をU指
しているか，そのうち『チュニジア日記 (Tunisie,an I)』は 2017年に出
版され，『強制労働者の日記 (journald'un travailleur forceにも 2018年中
に刊行か予定されている。いずれもより幅広い層の読者を想定した出版だ。
資任者はギ・デュガ (GuyDUGAS)c 
4は作家であり政治家，雑誌の創設や序文の作者としても知られるセゼー
ルの全作品を対象にした研究グループ。セゼール本人だけでなく，彼と対話
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した人間や，雑誌に貢献した人物，彼の詩にイラストを描いたアーチスト，
彼の作品を演劇化した劇団，編集者，翻訳者など周囲の人間との関係も分析
していて多角的である。責任者はコラ・ヴェロン (KoraVERON)。
5はフランス国立図書館のシュワルツ＝バルト蔵書とグアドループでの研
究から出発し，資料を秩序立て，草稿研究の分析を拡大していくことを使命
としている。ショアのエクリチュール，奴隷制に関する文章，二人で共同執
筆する《 ecriturea quatre mains》， より多数の作家との共同作業から成
る《 ecriturede cycle》，ァンティーユ諸島の女性の文章など多様なテーマ
を発展しつつある。フランス語に対してマイノリティーとみなされる言語の
正統性に関する研究も盛んである。貢任者はジャン＝ピエール・オルバン
(Jean-Pierre ORBAN)。
6はゾベルの遺族がマルティニックの歴史民俗博物館に寄贈した資料と遺
品に端を発している。ゾベルは小説を書くだけでなく詩人でもあり，芸術家
でもあったので，多方面にわたっている資料を特定し，分類することから始
めなければならない。責任者はイヴ・シェムラ (YvesCHEMLA)。
最後にベトナム文学を扱うグループがあり， これまでの 6つのグループと
は多少カラーが異なるように見えるかもしれない。実際， フランコフォニー
文学の研究者の間でも，いつまでも「フランコフォニー」という名称で十把
一絡げにするのはそろそろ終わりにしようという声も聞かれるが，便宜上ま
だしばらくは，こうした分類がなされるであろう。
国立図書館にあるパン・ヴァン・キイ (PhamVan Ky, 1910-1992)の資
料は，フランスでよく読まれたフランス語で書かれたベトナム文学をカバー
しているものの， 1998年に当図書館が入手したもので，比較的まだ新しい。
2018年中に未発表の作品や批評を出版する予定であり，今後はピエール・
ド・ディン (PierreDo Dinh), キイ・ドン (KyDong), クン・ギウ・ニ
ュエン (CungGiu Nguyen)などを筆頭に他の作家についても手を広げて
いくということだ。責任者はギアン・フォン・ニュエン (GiangHuong 
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NGUYEN)。
ここまで七つのグループを紹介してきたが， ITEMフランコフォニー研究
グループの活動の主な目的は， 1)現代フランコフォニー文学のアーカイプ
を特定し，研究すること。 2)前述のプラネット・リープル叢習と結んで紙
媒体の編集を実施すること。 3)編集のデジタル化の三点だという。雑誌の
発行や毎月のセミナーで活性化し，叢書の流通を促している。
ホームページは以下の通り。
雑誌： Continents manuscガt,sur Revues.org http:/ /coma.revues.org/ 
セミナー： http://www.item.ens.fr/francophonie-2017-2018/ 
EMAN: http://eman-archives.org/francophone/ 
これらのグループが共同でイベントを開催したり，中のメンバーが個別に
活動したりもしていく中で最近行われたものの中で頂要に思われたもの
の一つは，パリのケ・プランリー美術館で 2018年 6月 9日に行われた
《Ecrirele Fleuve Congo, apres Conrad (コンラッドのあとでコンゴの大
河を書く）》で， 2017年にジョゼフ・コンラッドの全集がプレイアードから
アアレ）上
出たことと，ー級教員資格試験のテーマになったことを記念して，アフリカ
にインスパイアされた作品を巡って討論会や講演か行われた。映画の上映も
あった。
さらに同 15日にはアンリ・ロペスの 1tiが開かれた。
＊エクス＝マルセイユ大学のカトリーヌ・マゾリック (Catherine
Mazauric), 《Errance;enracinerrance, entremondes: pour une 
cthique narrative》
＊フロリダ大学のアリウヌ・ソー (AliouneSow), 《poetiquedu 
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metissage》
• ITEM/CNRSのニコラ・マルタン＝グラネル (NicolasMartin-
Crane!), 《HenriLopes: Hcraclite "entre Jes deux fleuves"》
. . ノルボンヌ大学のセリーヌ・ガユング (CelineGahungu), 
《Ramages:Tribaliques, une ecriture toujours recommencee》
＊サウス・カリフォルニア大学のリディー・ムディレノ (Lydie 
Moudileno), 《LesFrance (s) d'Henri Lopes》
亭セルジ＝ポントワーズ大学のベルナール・ムラリス (Bernard
Mouralis), 《HenriLopes, romancier "provincial"?》
＊ストラスプール大学のアントニ ー・マンソョン (Anthony
Mangeon), 《HenriLopes, un art du roman democratique》
がそれぞれ論じた後，ロペス本人を加えて討論会が盛り上がった。
6月 20日には， Gouverneurde la roseeの著者，ハイチのジャック・ルマ
ン (JacquesRoumain, 1907-1944) のプラネット・リープル刊行を記念し
てエコール・ノルマルでイベントがあり， 日本でも『吾輩は日本の作家であ
る』3)や『疲れずに黒人とセックスする方法』4)で知られるダニー・ラフェリ
エールなどが話をした。これはシンポジウムというよりは，出版のお祝いを
兼ねたプレゼンテーションといった場で，気楽に話し，そのあとは立食なが
らもラム洒やハイチのおつまみか振る舞われるなど，厨肘の張らない集まり
だった。
同じ 6月開催の別のシンポジウムにはコートジボワール出身のフランス人
とのハーフである作家ヴェホニック・タジョ (VeroniqueTadjo) も参加
した。タジョは子供向きの本も書いており，アビジャンにあるリセ所属の小
中学校ジャック・プレヴェールで．まさに彼女の本をもとにアトリエをして
いたクラスに偶然現れて子供たちと話をして行ったこともあると．このクラ
スを担当していたフランス人教員か嬉しそうに話してくれた。というのも．
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アフリカの多くの国では口承文学の歴史が長いため，書物という形では必ず
しも文学が定精していないのだそうで， こうした機会は本との触れ合いへの
導入になることも多いからだ。レヴィ＝ストロースが言うように，それぞれ
の文化にはその形式があるのであって，文字になっていないからといって後
れているわけではないし，ましてや文学が存在していないわけではない。ロ
承，演劇という形での文学は生活に根付いているように見受けられたが，た
しかに街を歩いていても書店の数は少ない。「フランス図書」とでもいうペ
き書店Librairiede Franceでも，パリの書店の店頭で見られるようなフォ
リオやガリマールの本が目立ち，地元の文学は隅の方に少しあるだけだった。
フランス語が公用語であることが逆にプレーキになっているのかもしれない。
文学とアイデンティティーをテーマに研究をしている地元の大学教員ペルペ
チュ・ダと話をした際にも，フランス語はたしかに最初は強要された言語だっ
たけれども，その後自分たちで選んだ結果，現在公用語になっているのだと
言っていた。コートジボワールだけで 60もある異なる部族の言語のどれを
公用語にしても衝突の種になるから，考えた結果の選択なのだと。額面どお
りとっていいのだろうか？ そもそも本当にそう思っているのだろうか？
現地で長く仕事をしている日本人の友人は， コートジボワールの人々は，
そう思い込もうとしているのだ， と言っていた。だからダメなんだと言いな
がら，そうやって柳に風と受け流しているから悠々としてストレスなく過ご
しているのだとも言っていた。彼女のような立場にいる人からみると，現地
の人々の鷹揚さは，知恵とも見えて感嘆することもあれば，みすみす搾取さ
れるがままになっている姿と見えてもどかしい気持ちにもなるだろうと思っ
た。ほんの数日滞在しただけで何かUにするのもおこがましいが， しなやか
なたくましさを感じたことだけはたしかだ。
本来なら， ITEMのクレール・リファールの紹介で，アビジャンにあるコ
コディ大学のアダマ・クリバリ氏に会うことになっていた。が，学長でもあ
る氏のバマコヘの出張が私の滞在時に重なり， しかも大学は教員のストで授
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業がなかった。それでも教員のペルペチュ・ダがキャンパスを案内してくれ
て，その広大な敷地，教員がストで不在ななか今度は学生がマニフェストを
して抗議の歌を歌いながら駆け抜けて行く姿は見ることができた。みな，揃
いではないがドレスコードであるらしい赤い Tシャツを着て，運動部の練
習かと思うくらいのスピードで駆け抜けて行った。平和なマニフェストはい
いけど，最終的に暴力が出てくることが多いからねえ， とペルペチュが苦笑
していた。余談だが，ペルペチュは， 日本ではストをする際には，「ストラ
ィキ中」というゼッケンをつけて，でも利用者に迷惑がかからないように仕
事をしているというのは本当？と訊いてきた。誤った，あるいは偏ったイメー
ジ，情報というのは両方向性である。
コートジボワールは，ここ 20年余り困難な時期を経験していて，大学の
図書館も電気が通っていなかった。また，雨期だということもあって書庫は
カビ臭かった。何よりも蔵書が少なく， 目下インヴェントリーをコンピュー
ター化している段階で，まだ昔ながらの図書カードが一部残っていた。参考
図書は開架式だったが，貸出可能な書物はごく限られているようで，授業が
ストで無いというのに静かに勉強している学生の姿は少なからず見受けられ
た。館内にはコンピュータールームがあり，授業のある期間ならば目にする
風景も違ったのかもしれない。
他には「ポエジー・アフリカン」という雑誌もあるし，インターネットで
無料で入手できる Genesisのアフリカ・カリブ海特集もある (2011)。また，
ITEMのスタッフは， コートジボアールの人々が自分たちの文学をもっと身
近に感じ，尊重するようになってほしいとの願いから， Nzoiというキンシャ
サの出版社から掌サイズの本を試験的に作ってもいる。
-Nzey van Musala, Zerocrate 
-Lumumba, Dits et釦crits
-Yoka Mampunga, Makalamba, patガatecongolais これにはMaka-
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lamba, mwana nsomi ya Kongoという現地語ヴァージョンもある。
対訳ではなく，それぞれが独立した一冊である。
-Olivier Kalal Tshakal Am, Le champ de Dieu 
-Ntumba Wa Mulu, La vie des hommes 
-Joseph Ngoy Nsenga, 《Nel'ecrivez surtout pas ...》
-Ilka Oliva Corado, Histoire d'une sans-papiers 
-Les Fables de Christian Gombo, illustree par Crebix Mozalisi 
また， これまで当たり前のようにフランス語で書く作家が多かった中，プ
バカール・ボリス・ディオップ (BoubacarBoris Diop)はZulmaをセネ
ガルの言葉であるウォロフ語で書いたし，ハイチのフランケチェンヌ
(Franketienne)はハイチ語で書いている。アルジェリアを中心とするマグ
レブについては別に論じる機会を待ちたいが， AnneBegena t• N euschafer / 
Catherine Mazauric, La question de !'auteur en litteratures africaines 
(Peter Lang); Daniel Delas et Pierre Soubias, Le sujet de l'ecriture 
afガcaine,じniversiteToulouse・le Mirailのような本も出始めている。
フランスでは，熱風を意味する「アルマッタン」を社名に冠した
Harmattan presence africaineがアフリカ文学の出版に力をいれているよ
うだ。たとえばコートジボワールの口承文学を集めた BotteyZadi 
Zaourou, Antohologie de la litterature orate de Cote d1voireもこの出版社
から出ている。
Xavier Garnier et Jean-Philippe Warren, ecrivains francophones en exit 
a Paris, Karthalaのように，パリに亡命してフランス語で創作活動をする
作家に焦点を当てた本も出た。 Jean•Marc Moura, Litt匂raturesfranco・ 
phones et theoガepostocoloniale, PUF; Virginia Coulon et Xavier Garnier, 
Les litteratures africaines, Textes et terrains, Karthala; Commission de 
l℃ nion africaine, CELHTO (Centre d'etudes linguistiques et historiques 
296 明冶大学教養論集 通巻535号 (2018• 9) 
par tradition orale); Battey Zadi Zaourou, Anthologie de la litterature 
orate de Cote d1voire, Harmattan. なども重要な研究として挙げられる。
Barbara Cassin/Daniele Wozny, Les Intraduisibles du patrimoine en 
Afrique subsahaガenne,Demopolisは，一冊の本をフランス語，英語，バ
ンバラ語 (Bamanankan)で書いている点が高く評価されている。
まだまだフランコフォニー文学の研究は歴史が浅いが，少しづつその成果
をあげてきている。日本にいては目に付きにくい分野だったので，パリで目
立った動きだけでも紹介しておきたいと思ってこのノートを書いた。
今後もまたレポートしたいと考えているが，直接コンタクトを取りたい人
の為に ITEMの連絡先を記しておく。
ITEM-CKRS 
61 rue Pouchet, 75017 Paris 
Tel: +33 (0) 1 40 25 12 20 
http://www.item.ens.fr/francophone 
《注》
1) フランス語でこの語が用いられる時，古代に対する近代という概念なのてその
カバーする時代の幅は広く．ルネサンス以降を示すこともある。
2) Ahmadou Kourouma, Allah n'est pas oblige, アマドウ・クルマ，「アラーの
神にもいわれはない」，真島一郎訳，人文書院， 2003.
3) Dany Laferriere, Je suis un ecガvainjaponais, 「吾輩は日本作家である」，セ
化英裕訳，藤原書店， 2014.
4) Comment faire I'amour avec un negre sans se fatiguer, 「ニグロと疲れないで
セックスする方法l.立花英裕訳．藤原書店, 2012. 
（わたなペ・きょうこ 法学部教授）
